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　トレーニングといっても体力づくりをするわけではありません。青少年赤十字のリーダー
になることが目的の研修です。赤十字や青少年赤十字について学び、リーダーとして必要な
知識や技術、経験を養います。
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　リーダーとは、どんな人のことだと思いますか。いつも先頭に立って、みんなを引っ
張っていけるような能力を持った限られた人だけがリーダーになれるのでしょうか。
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　合図のチャイムはない、放送も号令もない、待っていても誰も指示はしてくれません。
今自分が何をすべきか、次にどう行動するのか、それはあなた自身が決めることだからです。

　リーダーシップ・トレーニング・センターでは、あなたはお客様ではありません。したがって、
ここでの生活をより良いものにするために、一人ひとりが積極的に何かの役割を担い、責任を
持ってそれを果たしていくことが求められます。
　あなたが、このトレーニング・センターを本当に自分のものと考えて、自分を生かし、意欲的
に参加するなら、きっと大きな成果を上げることでしょう。自分を生かし、他に役立てる努力が
自分自身の学びにつながるのです。

　いつ、どんな事態に直面しても、これに対処できるよう日頃から備えておくことが大
切です。リーダーシップ・トレーニング・センターでは、自分が何を学び、どのように行
動してゆくかを自分で考え、そのための準備をする時間として一日のはじめに用意さ
れています。 集団生活の中で見失いがちな自分自身を取り戻し、前日までの行動の反
省をし、きょう一日の生活への心構えをする時間です。日頃からメモを取る習慣を身に
つけ、気づいたこと、思いついたことを書きとめておけば、この時間に役立つでしょう。
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　リーダーシップ・トレーニング・センターでは、普段と違った環境の中で、初めて
会う人たちと集団生活をするのですから、当然、誰でも不安を感じ、自分でも気づ
かないうちに緊張して、疲れて具合が悪くなることがあります。慣れない生活から
体調をくずして病気になったり、うわついた気分が思わぬケガをまねくことにもな
ります。
　ひとりひとりが自分の健康に注意し、もしも、途中で気分が悪くなったり、ケガ
をしたら、どんな小さなことでも必ず先生に申し出ること。これは集団生活のエチ
ケットです。また、仲間の中にこのような
ことが起こっていないか、まわりを思い
やることもリーダーとして大切なことで
しょう。
　普段と違った生活環境に慣れることも
貴重な学習体験となるのですから、健康
と安全に充分注意しながら、積極的にグ
ループにとけこむよう努力することも忘
れてはなりません。
　健康調査カードは、自分の今の健康状
態を伝え、先生が全員の様子を把握する
ためのものです。毎日必ず決められた時
間までに提出しましょう。
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　問題点がはっきりつかめたからといっ
て、計画も立てずにいきなり行動に移すの
は賢明な方法ではありません。
　何を、どのような方法で、いつ実行する
か、そのためにどんな準備が必要か、ひと
りでできるのか、協力を求めるならどのよ
うに呼びかけるか、どんな簡単な小さなこ
とでも、計画を立てて実行する習慣を身に
つけることが大切です。

　リーダーシップ・トレーニング・センターでは、採点や評価は一切行いません。自分の行
動に対する評価はまず自分自身でしてみます。
　ボランタリー・サービスも終わったらそのままにしないで、自分の行動が本当に問題の
解決につながったのか、周囲に役立ったのか、自分で評価しましょう。
　形式的な評価・反省に終わらせず、うまくいった点、もっと工夫をした方が良かった点な
どを整理し、次の活動に生かします。
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　生活上、特に全体にかかわることで調整を必要とする問題について話し合いま
す。ただし、ここで何かを決定し、参加者を拘束できるような議決機関ではなく、
ホームルームメンバーの意向を伝達し、参加者の目や耳、口となる世話役です。個
人やホームルームで解決できるような問題はここに持ち出しません。

○ホームルームの司会進行をする。
○ホームルーム連絡会議に出席する。
◯日直や他の連絡員と協力して、一日の集団生活のペースメーカーとなる。
　（次の日のホームルームで交替する。）
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　アンリー・デュナンは赤十字の創立
者です。彼の行動の中から私たちは人
間として学ぶべきものを多く見出すこ
とができます。青少年赤十字のリー
ダーにとって大切なものは心です。
　その心を彼から学びましょう。
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戦場で負傷した兵士を敵・味方の区別なく
救護するために各国に民間の団体を前もっ
て組織しておく
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　青少年赤十字活動を実際に始めようとするとき、まず初めに計画を立てることが大切です。

　リーダーシップ・トレーニング・センターで学習したり、経験したことを生かして、学校に

帰ったらどんな活動をしようと思うか、頭に浮かんだ活動のアイデアを本当に実行に移せ

るような具体的な行動計画に立案することを「ワークショップ」と呼びます。 

　先輩から引き継いだことだけをするのではなく、その時々に必要とされる活動を見つ

け、自分たちの力で工夫して実行することが、仲間の新たな意欲を呼び起こし、あなたの

学校の青少年赤十字活動を活発にすることにもつながります。

　ワークショップは個人で取り組む場合とグループで取り組む場合とがあります。 同じ学

校から参加したメンバーがトレーニング・センター終了後、共同で実行するような活動なら

ばグループで取り組むことも考えられます。

　ところで、ボランタリー・サービスを実行するときに記入し整理してきたボランタリー・

サービス・ノートは小さなワークショップといえるものでした。

　ワークショップで最も大切なことは、その活動をする目

的、必要性を確認することです。ここが明確でないと具体

的に役立つワークショップはできません。ワークショップを

考えていくときに24ページの「ボランタリー・サービスの進

め方」を参考にすると良いでしょう。

　また、必要性を正しく把握するために、実態を調査して情

報を集めるなど、丁寧な取り組みが成功のカギとなります。
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　フィールドワークは野外におけるプログラムで、参加者が小グループに分かれて、きめられた
指示（ルール）に従い、一定のコースをグループごとに行動します。 フィールドワークには、ト
レーニング・センターで学んだり、体験したりした各種の知識、技術を野外において復習する意
味が含まれています。
　豊かな自然に親しみながら、澄んだ空気と自然を育てる大地の感触に思う存分ふれてみてく
ださい。
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